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2019 年 12 ⽉、中国武漢市に原因不明のウイルスによる肺炎が発⽣したとい
う報道があった。その病原が「新型コロナウイルス」であると⽇本で発表された
のが 2020 年 1 ⽉９⽇（⾼橋浩⼀郎／原由美⼦「「新型コロナウイルス」はどの
ように伝えられたか」［『放送研究と報道 december2020』］による）。４⽉に
第１回の緊急事態宣⾔が全国に発令され５⽉に解除された。⼀旦は感染者数が

































１．佐々⽊多⾨先⽣への取材（2021 年３⽉ 8 ⽇） 
2020 年 1 ⽉からの⽣活の変化について 
佐々⽊ １⽉後半に雰囲気がだいぶ変わってきたように感じていましたが、公
演の中⽌はありませんでした。２⽉末の国⽴能楽堂主催公演（2 ⽉ 29 ⽇の特別
公演）から中⽌が始まり、３⽉になると、私ども喜多流の財団（公益財団法⼈
⼗四世六平太財団）で⾏っている事業や、仲間が催している⾊々なイベントが









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 具体的に、1 ⽉〜3 ⽉、4 ⽉（緊急事態宣⾔下）以降〜、６⽉（緊急事態宣⾔解除後）以




2021 年 3 ⽉号］に掲載されたアンケート）という結果が出ていますが、ご⾃⾝の場合に
はどうでしたか？ 
３）ご⾃⾝の稽古の理由についてお教えください。 
４）素⼈弟⼦への稽古⽅式について変化（例えば、Zoom や Line ビデオ通話の使⽤など）
があったかどうか、あった場合についての内容や対⾯との指導効果の違いについてお教
えください。 
５）⽂化芸術の存在、能楽の社会的な基盤について何かお考えになったことがあればお教え
ください。 
例えば、⽂化が「不要不急」と⾔われてしまうことに対するお考えなどをお教えください。 
６）公演中⽌・延期が決定した際、気持ちが落ち込むことがおありでしたか。 
また、前向きに考えるような努⼒をなさいましたでしょうか。 
７）公演の開催後、主催者が観客に感染者が出ないかどうか⾮常に⼼配したということを聞
いたことがあります。ご⾃⾝の場合は如何でしたでしょうか。 
８）⾃主公演がなくなった 1 年間、演能に対する感覚が違ってくるようなことがありまし
たでしょうか。 
もしあった場合は、どのように修正等をなさいましたか。 
９）「アートにエールを！東京プロジェクト」などの助成事業に応募・参加しましたか。 
１０）森⽥は、芸術を認識（感動）して、それを⾔語化する（⾃分の⾔葉で表現する）こと
が、脳の働きとして⾮常に有効なトレーニング（広範囲な連携を⽣む／回答のない問題に
対して考える能⼒）になると考えています。このことに関連して何かご意⾒や体験などが
ございましたらご教⽰ください。 
以上 
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